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「葛城古道と彼岸花を訪ねて」に参加しそ         小島 惇義
近鉄御所駅前より風流な名前の「風の森Jバス停で下軋 ここが今日の出発黒 いよいよ葛城古道
踏み込み

…

始まクで九 皆さん種物観察に熱心でノーダーょク 時K早くJと声を掛けられな
がらl Kalを 1時間近くかかり高鴨神社に到着。高機神社はこの地方の豪族鴨氏の氏神社、京都の賀
茂上下社の本家に当たる。注連縄をした杉の大木があり、石垣には灯篭が組み込まれている。
金剛山・葛城山を仰ぎながら進み住吉神社でやっと昼食。住吉神社は大阪住吉神社の分霊を移した白鳳
年間の由緒ある古社である。胴回り4.5mの 欅の巨本がある。古い家並みを通りぬけて長柄神社、この
神社には更に大きな6mの欅の巨木がある。
島田清月堂で調達の「いなか慢頭」に釣られて葛城一言神社にまっしぐら。「うまいおいしい」と大好評、
懐かしい田舎の味であった。御神木は 1200年

…

巨木。願いは一言のみ、つい二書の願い事をして
しまい御利益はなしか ?。 最後の九品寺は本堂の裏から裏山にかけて千体石仏が祀られている。
もう一つの目的の彼岸花の観賞.御所からのパスで町並みが切れ田園風景に変わると、畦道に真つ赤な
彼岸花のお出迎え、思わずバス内に歓声が上がる。葛城古道に入ると田目の睦道に、土手に、水辺に、お
寺の境内に、行く先々で真つ赤な行列であった。奈良の美しい黄金色の田目の景色と満開の役岸花を楽 し
み、曲緒ある神社・お寺の散策の楽しい一日でした。

当日の参加者 か ら一ロメモの感想や俳旬を頂 きました。
*今 日は心地よい風が吹くなかでの葛城古道散策.いままでで最高に気持がリフレッシュできた。
*沢山の帆をつけてお邪魔している種ときれいにカールした彼岸花は大の伸良しでした。
*初秋の葛城古道は彼岸花に見送られながらの清々しいハィキング、思い出深い日になりそう。
*立派なあべまきの木肌が堅そうですがコルクの栓にするとのこと,クヌギに似ているが,始めて見れて
うれしかった。
*大和三山を見下ろす九品時の楓の緑の木陰、さやさやと風が吹いて現実を忘れてしまいます。
黄金臨 れる田と真っ赤な彼岸花,今 日以外には考えられないよい-5で した。F_tも ,草花も、青い
空も,古い民家も,沢山収穫がありました。
*稲穂,曼殊沙華、欅、藪著荷、どれも心洗われるものばかりでした。ストレス解消になりました。どうも
ありがとうございました
*古代大和の美しさを「大和は国のマホロバたたなづく青垣山こもれる大和しうるはじJと詠んだ歌人の
感性に感激.
*ず―とず―と田闘と彼岸花。大和の里にどっぶりと浸かれて大満足でした。・
*彼岸花の自こうに大和三山、そよ風に自然を感じた一日でした。
*彼岸花の観賞の一日になってしまつた。
*何も考えずに風に吹かれた一日風の森。
*お彼岸を待たずして咲く花の御所。
*たましひに そよと吹き入る 秋の風   ありがとう、御所の集いは爽やかでした。
*見晴かす 大和三山 款 じぐれ
*さ わやかな 風にゆったり 葛城路
*爽やかや 千難佛の よだれかけ

今どきの子」 樋田 義雄
去る8月 9日 〔金〕ならloo年会館で「地球温暖化防止フェアー」が開催された。我々も自然分科会の
呼びかけに呼応して、受持ちの工作部門に参加した。分群会を構成する団体からは、それぞれに時
具類を準備、持参しており当日竹細工,本細工を削りこんで組み立てるだけである。
昨年は「あやめ池公鳳1の野外広場に設置されたので暑い思いをしたが、今年は「会館のBIFの小ホール 1
に設置されて快道に過ごせた。忙しくもあつたが盛況であった。「自然の有難さを以心伝心で伝えてやろ
う」と張り切った「出だし」はよかったが,問題発見 !!
来場者の子供は,殆ど、ナイアを握つた経験がないのである。連れの母親に尋ねると,鉛筆も削らせたこ
とはなく、果物は母親が剥くことに決まっていると言う。なんと今どきの子供は私達の少年時代に比較し
て全くの「ぉ坊ちゃん,お嬢ちゃん1なのである。この点では大阪方面の子供達のほうがサイフの使い方
はうまい。今回初めて気がついたのだが学校では工作の時間などないのだろうか ?
要は、脇が締まっていないのである。ナイフを持つ利き腕の肘を脇腹につけて削れば、ナイフが滑つた碁
合、近くに居る人にナイフが接触する範囲が狭いので影響が少ないのだが,肘を張ったままだと、ナイフ

4





澤 盪



¬

一
摂

」一

諄
ち

1111■ざ


	IMG_20130103_0001
	IMG_20130103_0002
	IMG_20130103_0003
	IMG_20130103_0004
	IMG_20130103_0005
	IMG_20130103_0006
	IMG_20130103_0007

